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報告事項３ 

楽曲「1867」お披露目コンサートについて 

 
  

１ 楽曲「1867」(完全版)のお披露目 
 2017 年は 1867 年パリ万国博覧会 150 周年にあたります。戸定邸の建設主・徳川

昭武はこの万博に兄の将軍慶喜の名代として参加しました。わが国近代化の原点とも

いうべきパリ万博 150 周年を記念し、戸定歴史館では渋沢史料館、日本仏学史学会、

千葉大学園芸学部などと連携して、展覧会、シンポジウム、講演会、音楽や食のイベ

ントなどの多彩な行事からなる“PROJECT 1867”を実施予定です(細目について

は後日発表いたします)。 
 今回は、11 月 27 日に行うコンサートでそのテーマ曲となる荒川洋作曲「1867」（完

全版)のお披露目をいたします。 
 このコンサートは松戸駅周辺商業協同組合と官民連携し、同組合が実施する松戸ク

リスマス音楽祭参加事業であり、同時に来年3月18日から始まる“PROJECT 1867”
のプレイベントでもあります。 
 

２ 楽曲誕生までの経緯 
 戸定歴史館では、文化財を礎として文化創造を目指す 戸定アートプロジェクトを

行っています。さまざまな芸術家の参加を得る中で、徳川昭武の本籍地があった現在

の墨田区に活動拠点を置く新日本フィルハーモニー交響楽団メンバーにも協力をい

ただいています。 
昨年は「松戸クリスマス音楽祭」に参加し、同交響楽団メンバーに演奏していただ

きましたが、そのコンサートで徳川昭武が将軍名代として参加した 1867 年パリ万国

博覧会とそのドラマに着想を得た楽曲「1867」(初演版：荒川洋作曲、作品 102)が披

露されました。同氏は新日本フィルハーモニー交響楽団のフルート奏者でフランスに

取材した作曲を数多く手がけています。 
 徳川昭武の経験したドラマが見事に投影された「1867」をこのプロジェクトのテー

マ曲として使用したいと協力依頼をしたところ、荒川氏から全面協力の快諾をいただ

き、初演版の完成度をさらに高めた完全版作曲の申し出を受けました。 
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３ CD 制作 
万国博覧会の壮大なスケールを楽曲で表現した「1867」は文化財を礎にした文化創

出の成果でもあります。その成果をより多くの方にお届けするために、松戸市経済部

文化観光国際課と協働して CD 制作を行う予定です。また、楽曲を YouTube にもア

ップし、松戸市の取り組みを“PROJECT 1867”参加機関と連携して PR したいと

考えています。

コンサート日時 11 月 27 日（日）1 回目 13 時～13 時 50 分 
2 回目 14 時 30 分～15 時 20 分 

出演 荒川洋(フルート)、山田徹(パーカッション)など 
新日本フィルハーモニー管弦楽団メンバー8 名 

（１フルート、１クラリネット、２ヴァイオリン、１ビオラ、 
１チェロ、１コントラバス、１パーカッション）

演奏曲 荒川洋「１８６７」、

ヨハン・シュトラウス二世「美しき青きドナウ」 他

【問い合わせ先】

生涯学習部戸定歴史館   ☎ 047-362-2050 
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